
デジタル医工創成学コース

神戸大学大学院保健学研究科



コース設立の趣旨

超高齢社会を迎えた国民の健康寿命への期待や次世代の成長産業としての役割から国産医療機器
の開発は重要である。しかし現在国内で使用されている高度管理医療機器の大半は欧米製で、
毎年1兆円程度の貿易赤字を生じており、その開発体制の整備が必須の社会的要請となっている。

新規医療機器開発を主導するためには、「医学の基礎知識」を有し、かつ、ものづくりの基礎と
なる「工学的素養」を併せ持つ創造的開発人材が不可欠である。しかし、現在我が国には医工領
域横断的な創造的開発人材を育成するための教育研究機関は存在せず、新たな専門教員を配置し、
生命・医学系および工学系の教育リソースを有効活用できる新専攻・学部が必要となる。

医療機器開発のリーダーである創造的開発人材を
育成
 演習に重点を置き、医療機器開発の経験と独自
の発想を醸成する。

 新学科では医療機器の創造的開発人材に必要な
生命・医学、工学、医療機器開発の基礎知識を
教育する。臨床工学士の取得も可能とする。

 新専攻では、医療機器開発チームへ参加し、実
際に開発（実践演習）を行うとともに知財、
マーケティング、薬事、保険適用等の知識およ
びコミュニケーションやチームマネジメント能
力など開発に必要な素養を育成する。

医療機器開発のリーダー養成

・PBL(現場)主義
・集合知

・多様性のある開発環境
・キャリアパスの提示
・初期開発の場の提供
・実践の中で教育

・創造性教育

新専攻・新学科新専攻・新学部の特⾊



コースの特徴

• 保健学研究科・医学研究科・工学研究科の

共通コース

• 座学は遠隔講義が基本

• 演習科目は楠キャンパスおよびICCRC（ポート

アイランド）で実施

• 2024年度は第2Qより開講予定



医療コンセプト創造演習（楠キャンパス）

• 医療現場で価値のあるニーズの探索，ニーズの明確化，
新たなコンセプトの創造，ビジネスピッチプレゼン

• グループワークによるコミュニケーションスキルの習得



メディカルデバイス工房（神戸大学ICCRC内）

◎神戸医療産業都市における
緊密な連携の輪の中に開設





医療機器・システム設計演習

• 講義科目と連携したハンズオン演習

• 演習テーマ
– 生体インプラントなどの医療デバイスの設計・試作実習

– ナノマイクロセンシング技術を用いたバイオメディカルセンシング実習

– 医療ロボット技術の基本となるロボットの遠隔制御実習



医療機器・システム英語特別講義Ⅰ・Ⅱ

• 海外の研究者の英語ビデオ講義＋担当教員によるフォローアップ

• 講義テーマ（予定）
– 医療分野での実用化を目指したロボット技術

– 画像処理／機械学習・ディープラーニング

ジョージア工科大：上田淳教授



コースカリキュラム 【保健：修士課程（2年）】

※オムニバス科目 青字：既存科目

授業科目の
区分

授業科目名 単位
必要
単位

主担当部局

必修科目 医療機器コンセプト創造学特論 ※ 1

3

（医）

医療機器レギュラトリーサイエンス学特論 ※ 1 （医）

医療機器ビジネス学特論 ※ 1 （医）

選択科目 医用材料工学 1

任意

（医）

医用有機化学 1 （医）

ＡＩ・深層学習 1 （工）

医療機器・システム設計概論 ※ 1 （医工）

医療機器・システム英語特別講義 Ｉ ※ 1 （工医）

医療機器・システム英語特別講義 ＩI ※ 1 （工医）

必修演習科目 医療機器コンセプト創造演習（上限 保健・工学で16名） 1 1 （医工）

選択演習科目 医療機器・システム設計演習（上限 全体で15名） 1
任意

（工医）

データサイエンス演習（上限 全体で5名） 1 （工）

必修科目 共通科目 4 4 （保・修士）

指導教員指定専門科目
（特講またはCNS専門科目）

2

14

（保・修士）

指導教員指定専門科目
（演習）

2 （保・修士）

特別研究 10 （保・修士）

選択必修科目 デジタル医工創成学専門科目 2 2 （保・修士）

選択科目 6 （保・修士）

計 30

（備考：ＡＩ・深層学習とデータサイエンス演習、医療機器・システム設計概論と演習は同時履修を推奨）



コースの履修・修了要件
【保健：修士課程（2年）】

• 次の各号に定める履修区分の単位を含めて30単位以上を修得しなければな

らない。

• （１）共通科目から4単位以上

• （２）指導教員の指定する専門科目14単位以上（特講又はCNS専門科目から2

単位以上，演習2単位以上，特別研究10単位。ただし，デジタル医工創成学

専門科目については，2単位を超える単位数のみ算入するものとする。）

• （３）保健学研究科開講のデジタル医工創成学専門科目から2単位以上

• （４）他研究科開講のデジタル医工創成学専門科目から4単位以上（研究科規

則別表第2（ニ）を参照すること。）（必修4単位以外、6単位まで算入できる。）

デジタル医工創成学コース履修申請書の提出
申請期間は，年度初めから4月11日まで

博士課程前期課程保健学専攻デジタル医工創成学コース実施要領・教育課程表を参照



デジタル医工創成学コース
履修登録の方法

対象：医学研究科・保健学研究科の大
学院生



時間割

• 工学研究科のホーム
ページから確認できます．

• http://www.eng.kobe-
u.ac.jp/student/kym_tim
etable_2024a.html

• 在学生の方へ≫履修登
録・時間割について≫
工学研究科博士課程前
期課程

こちらです

http://www.eng.kobe-u.ac.jp/student/kym_timetable_2024a.html


時間割（続き）
• コース関連科目の時間割が確認できます．



シラバス • うりぼーネットから確認できます。

シラバス参照

2024

時間割から学期と
時間割コードを確認し

入力

同名の科目が別クォー
タに開講されている場
合があるので注意



シラバス

• うりぼーネットから
閲覧できない場合
は学外用シラバス
から確認してくださ
い．

• https://www.kobe-
u.ac.jp/campuslife/e
du/syllabus/

ここをクリック

ここをクリック

https://www.kobe-u.ac.jp/campuslife/edu/syllabus/


シラバス（続き）

時間割から確認

科目名から検索でき
るが，同名の科目で
別クォータ開講科目
があるので注意



シラバス（続き）

• 各科目のシラバス
が確認できます．

• 科目の所属は「医
学研究科 博士課
程前期課程医療創
成工学専攻」また
は「工学研究科
博士課程前期課
程」となります．



履修登録・コース登録

• デジタル医工創成学コース履修申請書と
選択必修演習科目登録調査票

– 保健学研究科の教務学生係に提出してください．
– 提出締め切り：令和6年4月11日（木）

• デジタル医工創成学コース関連科目の履修登録
– うりぼーネットからの登録はできません．

– 保健学研究科の教務学生係に登録を依頼してくださ
い．

– 登録期限：令和6年4月19日（金）



2024年4月 
新入生の皆さんへ 

保健学研究科教務委員長 

和泉比佐子 
デジタル医工創成学コースについて 

 

2021年度から本研究科博士課程前期課程に「デジタル医工創成学コース」が新設されました。2023年４月

入学生に対しても、配属希望を受け入れます。 
ついては、配属を希望する場合は、2024年4月11日（木）までに「デジタル医工創生学コース履修申請書」およ

び「選択必修演習科目登録調査票」を、他研究科開講科目の履修希望科目について、2024年4月19日（金） までに「デジ

タル医工創成学コース履修登録科目申請書」を教務学生係まで提出してください。 
なお、受け入れ人数に上限がありますので、予めご了承ください。 

 
【デジタル医工創成学コース】 

今日の医療が直面している多様な問題に応えうる先端的な医療機器開発には、ものづくりのための基

盤的な知識を修得すると同時に生命・医学的な観点を併せ持ち、医療の現場におけるニーズ探索を具現

化し事業化へと導くことのできるイノベーションを創出する人材が求められています。 
そこで、本学では医工融合を実現する創造的教育の場として、2021年度から大学院新コース：デジタ

ル医工創成学コースを開設しました。このコースは神戸大学大学院の複数研究科（工学研究科、医学

研究科、保健学研究科など）にまたがって横断的に実施する教育プログラムです。ここでは、医療機器

開発を主題とした新しい機器のコンセプトデザインやものづくりについて、医療現場を意識した実践を

通じて学修します。 
本コースには以下の特徴があります。(i)生命・医学系、工学系の専門知識と複眼的思考を、横断的カリ

キュラムと異分野連携のチーム型開発実践の中で育成します。(ⅱ)医療現場の見学を通じた、ニーズ探

索を経験することができます。(ⅲ)リサーチホスピタル内のメディカルデバイス工房における実習によ

り、医療機器に関連するものづくりやロボットハンド制御などを体験することが出来ます。なお、本コ

ースの定める修了要件を満たした場合には、課程修了時に認定証を授与します。 
医療技術や工学の医療応用に興味があり、好奇心を持って自ら定めた目標と課題に取り組むことの

できる人は積極的に参加してください。 
 

修了要件： 30 単位以上 必ず学生便覧で確認してください。 
（１）共通科目から4 単位以上 
（２）指導教員の指定する専門科目14 単位以上（特講又はCNS 専門科目から2 単位以上，

演習2 単位以上，特別研究10 単位。ただし，デジタル医工創成学専門科目については，

2 単位を超える単位数のみ算入するものとする。） 
（３）保健学研究科開講のデジタル医工創成学専門科目から2 単位以上 
（４）他研究科開講のデジタル医工創成学専門科目から 4 単位以上（研究科規則別表 

第 2（ニ）を参照すること。） 
※コース開講科目は、2024年度第2Qから開講します。詳しくはコースの時間割を参照してください。 
※コースの詳細は、次の未来医工学研究開発センターのホームページを参照してください。 

http://www.advm.kobe-u.ac.jp/education/index.html#course 

http://www.advm.kobe-u.ac.jp/education/index.html#course
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